
ＪＲ東労組横浜地本青年部情報 
 

 

 

第０９号              発行責任者 森田 隼士 
２０２１年 ４月２５日発行     編 集 者 教 宣 部 

 

 

 

 

 

２００５年４月２５日午前９時１８

分頃、ＪＲ西日本福知山線宝塚発同志社

前行き上り快速列車（第５４１８Ｍ）が

塚口駅～尼崎駅間の右曲線（Ｒ＝３０４

ｍ）で制限速度７０㎞／ｈを大幅に超え

る約１１６㎞／ｈで進入し７両編成の

うち前５両が脱線、うち前２両は線路脇

のマンションに激突、先頭１号車は１階

駐車場へ突入し原形をとどめない程に

大破し、当該列車の運転士１名含む死者

１０７名、負傷者５６２名という歴史的

な大事故が発生しました。 
２０１９年４月２５日「地本青年部主催 福知山線脱線事故 現地踏査」にて 

ＪＲ発足後の死者数としても最悪の死傷者を出してしまいました。直接的な原因と

しては「速度超過によるブレーキ時期の遅れ」で引き起こされた脱線転覆事故ではあり

ますが、ＪＲ西日本のアーバンネットワーク拡充によるスピードアップで余裕時分の

ないダイヤ設定、速度照査用のＡＴＳが設置さていなかったことなどダイヤ面や設備

面でも課題があったとされています。中でも当時ＪＲ西日本が乗務員に対する再教育

との名目で行われていた懲罰的な「日勤教育」も「ミスをしたら日勤教育を受けさせら

れるかもしれない」という乗務員に対する過度なプレッシャーが事故の背後要因とし

てあると航空・鉄道事故調査委員会（当時）は報告書に結論づけています。 

 

事故やミスは本人が起こしたくて発生しているわけではなく、「ヒューマンエラー」

に起因するものが大きく占めています。当時のＪＲ西日本には「ヒューマンファクター」

に基づいた「人間はミスをするもの」という考えがありませんでした。事故が発生した

ら当事者への「責任追及」ではなくなぜ事故が起きてしまったのかという「原因究明」

が重要です。 
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